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会員　　605円

定　員 担当支部

講 習 日 程

受 付 開 始

会員　　605円

５月16日（木）～18日（土）

４月16日（火）

５０名 都　城

学科：都城地区建設業協会
　　　(都城市北原町26-13)

実技：𠮷原建設㈱仮設資材部
　　　  (都城市都北町5426)

申 込 方 法
申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験及び実技試験に合格された
方には、郵送により修了証を交付します。

　本講習は、つり上げ荷重（クレーンの能力）が１トン以上５トン未満の移動式クレーンの運転の業務に必要な資格を取得する講
習です。

日　程　等 会　　場

講 習 科 目

学科　
　１　小型移動式クレーンに関する知識（６時間）
　２　小型移動式クレーン運転技能講習に係る原動機
　　　及び電気に関する知識（3時間）
　３　※小型移動式クレーン運転のために必要な力学
　　　に関する知識（３時間）
　４　関係法令（1時間）
　５　学科修了試験（1時間）

実技
　１　小型移動式クレーンの運転（6時間）
　２　※小型移動式クレーン運転のための合図
　　　（1時間）
　３　実技修了試験

　　※印が免除申請により免除される科目です。

受 講 料
全科目受講者　34,540円

一部免除者　　32,120円

テキスト代
一般　1,705円

科 目 の
免 除 者

次のいずれかに該当する方は、免除申請により講習科目の一部が免
除されます。

●玉掛け技能講習修了者
●床上操作式クレーン
　　運転技能講習修了者
●クレーン・デリック
　　運転士免許所持者
●揚貨装置運転士免許所持者

実技：矢野運輸㈱（宮崎市広原6510-1）

５月23日（木）～25日（土）
学科：矢野産業祇園ビル講習会場
         （宮崎市祇園3-1)

申 込 方 法
申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験及び実技試験に合格された
方には、郵送により修了証を交付します。

小 型 移 動 式 ク レ ー ン
運 転 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/３日
（3日目が実技）

【学科】(1日目）8：00～16：50
　　　　(2日目）8：00～18：00

【実技】(3日目）8：00～17：00

講 習 科 目

学科　
　１　クレーン等に関する知識（1時間）
　２　※力学に関する知識（３時間）
　３　クレーン等の玉掛けの方法（7時間）
　４　関係法令（1時間）
　５　学科修了試験（1時間）

実技
　１　クレーン等の玉掛け（6時間）
　２　※運転のための合図（1時間）
　３　実技修了試験

　　※印が免除申請により免除される科目です。

受 講 料
全科目受講者　27,280円

一部免除者　　25,190円

テキスト代
一般　1,705円

科 目 の
免 除 者

次のいずれかに該当する方は、免除申請により講習科目の一部が免
除されます。

●小型移動式クレーン運転技能講習修了者
●床上操作式クレーン運転技能講習修了者
●クレーン・デリック運転士免許所持者
●移動式クレーン運転士免許所持者
●揚貨装置運転士免許所持者

50名 宮　崎

４月23日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　令和６年４月１日
　事業者　各位　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　宮崎労働局長登録教習機関　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　公益社団法人 宮崎労働基準協会 
　　

                                        ５月実施の技能講習等について（ご案内）

　平素から、当協会の事業運営にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　当協会では、標記講習等を以下のとおり実施しますので、この機会に是非受講されますようご案内申し上げます。
　なお、受講申し込みはＦＡＸでも受け付けています。又、受講申込書は、当協会のホームページからダウンロード（印刷）
できますので、ご利用ください。
　ホームページは「宮崎基準協会」で検索してください。
   http://www.miyazaki-roukikyo.or.jp
  (助成金対象講習)・・・人材開発支援助成金(建設労働者技能実習コース)の対象となる講習

玉 掛 け 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/３日
（3日目が実技）

（学科）8：30～17：20　

　　
（実技）8：00～17：00

　本講習は、つり上げ荷重が１トン以上のクレーン、移動式クレーン、デリック、又は制限荷重が１トン以上の揚貨装置の玉掛け
の業務に必要な資格を取得する講習です。

日　程　等 会　　場

５月16日（木）～18日（土）
40名 延　岡

４月16日（火）

延岡市職業訓練支援センター
（延岡市土々呂町4-4390-1）

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvW3t3HmlWuGAAYTuU3uV7/SIG=12vjps0vm/EXP=1449816055/**http:/www.kensaibou-hokkaido.jp/contents/workshop-info/images/main/011.gif
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0MxCImlWm1wAbgWU3uV7/SIG=12goptkt8/EXP=1449817026/**http:/pds.exblog.jp/pds/1/200606/20/25/f0051125_1739879.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvW3t3HmlWuGAAYTuU3uV7/SIG=12vjps0vm/EXP=1449816055/**http:/www.kensaibou-hokkaido.jp/contents/workshop-info/images/main/011.gif
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0MxCImlWm1wAbgWU3uV7/SIG=12goptkt8/EXP=1449817026/**http:/pds.exblog.jp/pds/1/200606/20/25/f0051125_1739879.jpg


定　員 担当支部

講習日程

受付開始

受 講 料

1（原則） 2（次に） 3（次に） 4（次に） 5（次に）

使用中止 発散防止 拡散防止 濃度低減 保護具等

定　員 担当支部

講 習 日 程

受 付 開 始

80名 宮　崎
４月16日（火）

矢野産業祇園ビル講習会場
    （宮崎市祇園3-1)

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素 危 険
作 業 主 任 者 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/３日
（3日目が実技）

【学科】(1日目）8：30～16：50
　　　　(2日目）8：30～16：10

【実技】(3日目）8：30～16：00

　酸素欠乏・硫化水素中毒を原因とする災害は繰り返し発生しており、救助に向かった人が二次的に被災する事態が多く発生して
います。
　労働安全衛生法は、酸素欠乏等危険場所における作業では、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習を修了した者の中から
作業主任者を選任し、災害を防止するために労働者を指揮・管理することを義務付けています。本講習は、その選任のための資格
を付与する講習です。

日　程　等 会　　場

所定の科目を修了し、学科試験に合格された方には、郵送
により修了証を交付します。

1　健康障害及びその予防措置に関する知識
　　　　　　　　　　　　　　　　  （４時間）
2　作業環境の改善方法に関する知識（４時間）
3　保護具に関する知識（２時間）
4　関係法令（２時間）
5　修了試験（１時間）

特 定 化 学 物 質 及 び
四 ア ル キ ル 鉛 等
作 業 主 任 者 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/２日

（1日目）8：30～16：10
（2日目）8：30～17：20
　　　　(２日目修了試験)

　労働者に健康障害を及ぼすおそれのある特定化学物質及び四アルキル鉛等の作業については、本講習を修了した者の中から作業主任者を選
任しなければなりません。
　本講習は、これらの作業主任者の選任に必要な資格を付与する講習です。

日　程　等 会　　場

講習科目

受 講 料    　 20,900円

テキスト代
会員　1,210円

一般　2,310円

タンクの危
険

※一度災害が発生すると、複数が被災する事例が多数あります。

申 込 方 法

一般　1,980円

健 康 障 害
へ の 対 応

５月１６日（木）～１７日（金）

    15,950円

テキスト代
会員　　880円

申 込 方 法
申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

８０名 宮　崎 矢野産業祇園ビル講習会場
（宮崎市祇園3-1）４月30日（火）

講習科目

学科　
　１　酸素欠乏症・硫化水素中毒及び救急そ生に関す
　　　る知識（３時間）
　２　酸素欠乏及び硫化水素の発生の原因及び防止措
　　　置に関する知識（４時間）
　３　保護具に関する知識（２時間）
　４　関係法令（3時間）
　５　学科修了試験（1時間）

実技
　１　救急そ生の方法（4時間）
　２　酸素及び硫化水素の濃度の測定方法（4時間）
　３　実技修了試験

申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験及び実技試験に合格された
方には、郵送により修了証を交付します。

５月28日（火）～30日（木）



定　員 担当支部

講 習 日 程

受 付 開 始

受 講 料

定　員 担当支部

講 習 日 程

受 付 開 始

１　健康障害及びその予防措置に関する知識
　　（２時間）

２　作業環境の改善方法に関する知識（４時間）

３　保護具に関する知識（２時間）

４　関係法令（２時間）

申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験に合格された方には郵送に
より修了証を交付します。

講習科目

石 綿 作 業 主 任 者
技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/２日
（1日目）8：30～15：55
（2日目）8：30～14：45
               (2日目修了試験)

　石綿（アスベスト）は、その吸引により肺がんや中皮腫等の重篤な健康障害を引き起こす恐れがあることから、労働安全衛生法
では、都道府県労働局長登録教習機関が行う標記技能講習を修了した者の中から石綿作業主任者を選任し、設備等を管理するとと
もに直接労働者の作業を指揮することを義務付けています。
　本講習は、その選任のための資格を付与する講習です。

日　程　等 会　　場

５月21日（火）～22日（水）
60名 延　岡

延岡市職業訓練支援センター
（延岡市土々呂町4-4390-1）４月22日（月）

法 改 正

　平成26年10月1日からは、インク洗浄剤等に含まれる「ジクロ
ロプロパン」について、胆管がん等の有害性が指摘されたことか
ら、有機溶剤作業主任者技能講習修了者から特定化学物質作業主任
者を選任しなければなりません。

　平成27年1月1日からは、エチルベンゼンを使用する業務は、有
機溶剤作業主任者技能講習修了者から特定化学物質作業主任者を選
任しなければなりません。

申 込 方 法
申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験に合格された方には、郵送
により修了証を交付します。

受 講 料     　15,950円

テ キ ス ト 代
会員　　880円

一般　1,980円

石綿繊維の
拡 大
写 真

　
   空中に飛散した石綿繊維を長期間大量に吸入すると、肺癌
や中皮腫の誘因となることが指摘されています。

有 機 溶 剤 作 業
主 任 者 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/２日
（1日目）8：30～15：55
（2日目）8：30～17：05
　　　　 (2日目修了試験)

　屋内作業場又はタンク、船倉若しくは坑の内部等において、労働安全衛生法施行令別表第６の２に掲げる有機溶剤を製造し又は取り扱う業
務で省令で定めるものに係る作業については、「有機溶剤作業主任者」を選任しなければなりません。
　本講習は、作業主任者の選任に必要な資格を付与する講習です。

日　程　等 会　　場

５月８日（水）～９日（木）
80名 宮　崎

矢野産業祇園ビル講習会場
（宮崎市祇園3-1　矢野産業祇園ビル）

４月８日（月）

講 習 科 目

1　健康障害及びその予防措置に関する知識
　　　（４時間）

2　作業環境の改善方法に関する知識
　　　（４時間）

3　保護具に関する知識（２時間）

4　関係法令（２時間）

5　修了試験（１時間）

　15,950円

テキスト代

会員　　880円

一般　1,980円

申 込 方 法

◆石綿肺◆

いわゆる塵肺のひとつです。肺が線維化

し徐々に硬くなってきます。柔らかなスポ

ンジがゴワゴワの「へちまタワシ」の様に

変化すると思ってください。元に戻る、つ

まり治ることはありません。

◆石綿肺◆

いわゆる塵肺のひとつです。肺が線維化

し徐々に硬くなってきます。柔らかなスポ

ンジがゴワゴワの「へちまタワシ」の様に

変化すると思ってください。元に戻る、つ

まり治ることはありません。



定　員 担当支部

講 習 日 程

受 付 開 始

定　員 担当支部

講 習 日 程

受 付 開 始

テキスト代

金属アーク溶接等作業主任者
限 定 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

受 講 料    　14,080円

テキスト代
会員　770円

一般　1,870円

金属アーク溶
接等作業主任
者 の 職 務

金属アーク溶接等作業主任者の職務は次の３つの事項です。
1.　金属アーク溶接等作業に従事する作業者が溶接ヒュームにより汚
   染され、またはこれを吸入しないように、作業の方法を決定し、作
   業者を指揮すること。
2.　全体換気装置その他作業者が健康障害を受けることを予防するた
   めの装置を１月を超えない期間ごとに点検すること。
3.　保護具の使用状況を監視すること。

講習期間/１日 　　8：30～17：05
　　（修了試験16：05～）

　金属アーク溶接等作業において加熱により発生する粒子状物質である「溶接ヒューム」は、発がん性が認められ、また、溶接
ヒュームに含まれる酸化マンガンは神経機能障害や呼吸器系障害を引き起こすことが明らかになったことから、令和３年４月、特
定化学物質に追加されました。
　令和６年１月１日からは、特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者技能講習の講習科目のうち、金属アーク溶接等作業に限
定した技能講習を新設し、金属アーク溶接等作業を行う場合においては、当該講習を修了した者の中から作業主任者を選任するこ
とができるようになりました。その選任のための資格を付与する講習です。

日　程　等 会　　場

５月28日（火）
60名 延　岡

延岡市職業訓練支援センター
（延岡市土々呂町4-4390-1）４月30日（火）

申 込 方 法

ク レ ー ン の 運 転 の 業 務
に 係 る 特 別 教 育
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/２日
（２日目が実技）

教育科目

学科
　１　クレーンに関する知識（3時間）
　２　原動機及び電気に関する知識（3時間）
　３　クレーンの運転のために必要な力学に関する知識
　　（2時間）
　４　関係法令（1時間）

実技
　１　クレーンの運転（3時間）
　２　クレーンの運転のための合図（1時間）

受 講 料
会員　15,950円

一般　19,030円

　1,705円

運転できる
クレーンの
種 類

つり上げ荷重が5トン未満の
　①天井クレーン
　②ジブクレーン
　③橋形クレーン
　④アンローダ
　⑤ケーブルクレーン
　⑥テルハ（跨線テルハは5トン以上可）
　⑦スタッカークレーンの運転ができます。

宮　崎

学科：矢野産業祇園ビル講習会場
         （宮崎市祇園3-1　矢野産業祇園ビル）

４月10日（水） 実技：矢野運輸㈱（宮崎市大字広原6510-1）

申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験に合格された方には、郵送により修
了証を交付します。

（学科）8：00～18：20
（実技）8：00～12：00
　又は13：00～17：00

本教育は、つり上げ荷重（クレーンの能力）が５トン未満のクレーンを労働者に運転させる業務に必要な教育です。

日　程　等 会　　場

５月10日（金）～11日（土）
60名

講習科目

学科　
　１　健康障害及びその予防措置に関する知識（１時間）
　２　作業環境の改善方法に関する知識（２時間）
　３　保護具に関する知識（２時間）
　４　関係法令（１時間）
　５　学科修了試験（1時間）

申 込 方 法
申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了された方には、即日修了証を交付しま
す。



定　員 担当支部

講習日程

受 付 開 始

テキスト代

定　員 担当支部

講 習 日 程

受 付 開 始

教育科目

テキスト代学科
　１　作業に関する知識（１時間）

　２　墜落制止用器具（フルハーネス型のものに
　　　限る。以下同じ）（２時間）

　３　労働災害の防止に関する知識（１時間）

　４　関係法令（0.5時間）

実技
　墜落制止用器具の使用方法等（1.5時間）

会員　6,710円

一般　9,790円

フルハーネ
ス型墜落制
止 用 器 具

　本教育は、フルハーネス型墜落制止用器具を用いて行なう作業に従事する場合に必要な教育です。

日　程　等 会　　場

 ５月31日（金） 延岡市職業訓練支援センター
（延岡市土々呂町4-4390-1）５月１日（水）

　990円

電 気 取 扱 業 務
（ 低 圧 ） 特 別 教 育
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/２日
（２日目が実技）

（学科）8：30～17：20
（実技）8：30～16：50

　770円

　（延岡）8：30～16：10

　低圧（直流にあっては750ボルト以下、交流にあっては600ボルト以下の電圧）の充電電路の敷設若しくは修理の業務又は配電盤室、変
電室等区画された場所に設置する低圧の電路のうち充電部分が露出している開閉器の操作の業務に係る教育です。
　なお、電気事業法による電気主任技術者や経済産業省の第一種・第二種の電気工事士の資格を取得されている方でも、労働安全衛生法によ
る標記の特別教育が必要です。

日　程　等

矢野産業祇園ビル講習会場
（宮崎市祇園3-1）

教育科目

学科　
　１　低圧の電気に関する基礎知識（１時間）
　２　低圧の電気設備に関する基礎知識（２時間）
　３　低圧用の安全作業用具に関する基礎知識
　　　（１時間）
　４　低圧の活線作業及び活線近接作業の方法
　　　（２時間）
　５　関係法令（1時間）

実技
　低圧の活線作業及び活線近接作業の方法等
　（７時間）

受 講 料

会　　場

５月21日（火）～22日（水）
６０名 宮　崎

４月22日（月）

会員　15,950円

一般　19,030円

実 技 風 景

申 込 方 法
申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了された方には、即日修了証を交付しま
す。

フ ル ハ ー ネ ス 型 墜 落
制 止 用 器 具 特 別 教 育
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/１日

受 講 料

申 込 方 法
申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了された方には、即日修了証を交付しま
す。

６０名 延　岡

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1549697805/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy50b3lvLXNhZmV0eS5qcC9yZW5ldy9zZWloaW4vc2FmZXR5YmVsdF9hbGwuaHRtbA--/RS=%5eADB_JJ9mLepKI0tOU_szPl707WiROw-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTI1MSZsPXJpBGlkeAMwBG9pZANBTmQ5R2NTZHhpaUMyNVV2YzVTRmxYUnJ1bzFDaVA2QnpCaTAxTzZGM2JPVnlzdEg5bnV1VmRwXzY3aVBzQQRwAzQ0T1Y0NE9yNDRPUDQ0Tzg0NE9ONDRLNTVaNkw1YUtjNkpDOTVZaTI1cTJpNTVTbzVabW81WVczBHBvcwMyNTEEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-


定　員 担当支部

講 習 日 程

受 付 開 始

テキスト代

地区名

安 全 管 理 者
選 任 時 研 修

講習期間/２日 9：00～15：00

日南地区

宮崎銀行　吾田支店　　　（普通）１０２３８３９

（名義人）宮崎労働基準協会日南支部長

〒880-0024
宮崎市祇園3-1　矢野産業祇園ビル

ＴＥＬ0985-25-1853　
ＦＡＸ0985-28-9080都城地区

宮崎銀行　年見町出張所　（普通）１０２７６６１

（名義人）宮崎労働基準協会都城支部長

延岡地区

宮崎銀行　恒富支店　　　（普通）１２６７１９２

（名義人）宮崎労働基準協会延岡支部長

受講申込先及び振込口座

宮　崎　本　部 振　込　口　座

宮崎地区
宮崎銀行　橘通支店　　　（普通）１２３３１３６

　お申し込みは全地区とも宮崎本部へお願いします。受講料は各地区の振込口座へお願いします。

（名義人）宮崎労働基準協会宮崎支部長

　一定の業種（労働安全衛生法施行令第2条第1号及び第2号）及び規模（労働安全衛生法施行令第３条）の事業場で
は、安全衛生業務のうち、安全に係る技術的事項を管理させる「安全管理者」を選任し、所轄労働基準監督署長に報
告書を提出することが労働安全衛生法により義務付けられています。本研修は、安全管理者の選任要件に必要な研修
です。

日　程　等 会　　場

５月14日（火）～15日（水）
80名

申 込 方 法
申込書に受講料等を添えて（振込可）宮崎本部にお申し込
みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了された方には、即日修了証を交付しま
す。

宮　崎 矢野産業祇園ビル講習会場
（宮崎市祇園3-1）４月15日（月）

講習科目

１　安全管理（3時間）

２　危険性又は有害性等の調査及びその結果に基づき
　　講ずる措置等（3時間）

３　安全教育（１時間３０分）

４　関係法令（１時間３０分）

受 講 料
会員　16,280円(一部免除者13,860円)

一般　19,250円(一部免除者16,940円)

　1,650円

本研修を修了し
て、安全管理者
として選任でき
る 者

（１）大学又は高等専門学校等において、理科系統の課程を卒業
　　　し、その後２年以上産業安全の実務経験を有する者
（２）高校において、理科系統の課程を卒業し、その後４年以上
　　　産業安全の実務経験を有する者
（３）厚生労働大臣が定める者


